
年間・学期 1 回

　　　70　％

回数 日付 レポート
提出期限' 回数

1 4/17 5/10 1

2 5/11 5/25 2

3 5/15 6/10 3

4 6/5 6/25 4

5 6/22 7/10 5

6 7/3 7/25 6

7 7

8 8
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《留意事項》

本校教員・スクーリング講師

2025年度　　　前期教育計画

面接指導施設名 科学技術学園高等学校

教　科 科　目 単位数 標準単位数 学習期間 担当者

公民 公共 2 2 半期

教科書名 出版社 学習書

公共 東京書籍 公共

評点が100～85点は5、84～70点は4、69～50点は3、49～35点は2、34～0点は1

指導目標

各学習活動を通じて、公共的な空間における他者とのかかわり、個人の尊厳と自主・自立や社会の多様性と共通性などを学ぶととも
に、公民としての資質を養う。身近な話題に多く触れることで、自分ならどうするかを多く考えさせるとともに、特にニュースに関心を持
ち、自発的に情報を収集、分析、検討できる力の修得を目指す。

レポート（添削指導） 全　6　回 定期試験 あり

スクーリング
全実施時間数　　6　　時間 定期試験の評価割合

標準面接時数　  2    時間　　 評定算出方法

スクーリング
単元・学習内容

高校通信教育講座（コンテンツ視聴）
単元・学習内容

公共的な空間における自己・倫理・民主的な社会 現代社会に生きる青年

民主政治と私たち 社会的な関係のなかで生きる人間

法の働きと私たち 民主主義・立憲主義とは

経済社会で生きる私たち 人権保障の意義と展開

私たちの職業生活/国際社会の成り立ち/国際連
合の成り立ち

私たちの民主政治・地方自治のしくみと役割

冷戦後の世界と日本 国会、内閣のしくみと役割

消費者の権利と責任

司法のしくみと役割

・スクーリングには教科書または学習書を必ず持参すること。

・実験器具、ICT機器、映像資料等を用いてより効率的に学習を進める。


